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【は じめに】

　 Suzuki ら は 上 衣更衣 の 評価 と し て Upper’Body
Dressing　scale （以下UBDS ）を考案 し，初回評価時の

得点が 19点以上 の場合70パ ー
セ ン トが 自立に至 らな

か っ た と述 べ て い る．UBDS では上衣更衣を7つ の行

動要素に分けて評価し，得点が低い ほ ど自立度が高 く，

最高得点が 7点，最低得点が35点となる，今回，初回

評価時の得点が27点で あり，自立 に至 らな い と推定 さ

れ る症例に対 し応用行動分析学的介入 を行い ，学習に

よる影響を検討した．
　対 象者は80歳代の 女性で ある．左大脳梗塞 にて軽度

右片麻痺，全失語を呈 して い る．Stroke　lmpairment
Assessment　Setの評価は課題理角羣が困難なため実施

不可能であっ たが ， 観察によ り運動機能は上肢4・4，
下肢4・4−4で あ り動作に軽度の ぎ こ ちなさを認 め て い

る．起居動作 ・端座位 自立，立位保持は監視，移動は

独歩で 近位監視〜軽介助で あっ た，N 式老年者用精神

状態尺度3点，N 式老年者用日常生活動作能力評価尺

度9点 で あ っ た．リハ ビ リ中に急に 立 ち上がっ た りす

るため常に監視が必要な状況であ り，病棟では不穏行

動が多く抑制 が行われ て い た ，リハ ビ リ拒否が何回 か

見られた，発表 にあた り， 家族に 口頭 で説明 し， 承諾

を得た．

【方法】
　UBDS に した が い ，上衣更衣動作を  麻痺側を袖に通

す ，   袖を肘まで上げる，   袖を肩まで 上げる ，   衣服

を背部か ら通す，  非麻痺側を袖に通す，  左右の 襟 の

高 さを揃 える，   ボタ ン を留めるの 7 工 程 で評価した．
ベ ー

ス ライ ン 期で は、リハ ビ リ室 で前開きの 病衣 の 着衣

練習を実施した，訓練台端座位の状態で実施．作業療法
士 が病衣 を開い た状態で 対象者の 正 面に来るように渡し

た．点数を身体的ガイ ド5点，タ ッ ピン グ 4 点，モ デ リ

ン グ 3 点 ， 言語指示 2 点 ， 指示な し 1 点の 5 段階で 現在
の状態 の 点数付けを した．上記の チ ェ ッ クリス トにした

が っ て 点数 を付けた．

　介入期 1で は ， タ
ー

ゲ ッ ト行動は上 衣更衣 の 自立 とし

て 上記の プ ロ ン プ トに つ い て 時間遅延法を用い た，べ 一

ス ライ ン期同様リハ ビ リ室で病衣の着衣訓練を実施した．
病衣 の 渡し方はべ 一

ス ライ ン 期同様 とした．各 工程 に つ

い て 自立もしくは前回 よりも改善して い る際に賞賛を与

えた，
　介入期2で は，リハ ビ リ室に来 る際に病棟に て 対象者の

私服 に着替え リハ ビ リ終了後に病棟で病衣 に着替え る こ

とを実施した．私服は病衣 と同 じ前開きシ ャ ツ で あ り，
より生活揚面に近い畳んだ状態で始めた．対象者はベ

ッ

ド端座位と し訓練台端座位 と比較してバ ラン ス が取りづ

らい 状況 で あっ た，

【結果】
　UBDS の 合計点数の 推移を図 1 に，プ ロ ン プ ト無しの

遂行数の推移を図 2 に示す．
　ベ ー

ス ライ ン 期で は UBDS 合計点数が 18 点から 27
点，プロ ン プ ト無し個数も2〜4個で あっ た，介入期 1で

は 6 回の 介入 で初めて 自立 し，さらに 7 日後 （介入期 2
の 2 日目）に は病棟のベ

ッ ド上で も初めて 自立 した．

　各期に おけるプ ロ ン プ ト数 （1 日平均個魏 に つ い て，
ベ ー

ス ライ ン期の 3 日間で は，身体的ガイ ド10 （3．3）
回 ， タ ッ ピ ン グ 3 （1，0）回 ，

モ デリン グ ・言語指示 は 0
回，合計で 13 （4．3）回だ っ た．介入期 1 の 11 日では，
身体的ガイ ド4 （O，3）回，タ ッ ピ ン グ 1 （O．09）回，モ

デ リン グ 2 （0．1）回，言語指示 3 （0．2）回，合計で 10

（0．9）回であっ た，介入期 2 の 5 日間で は，身体的ガ

イ ド3 （0．6）回，タ ッ ピ ン グ 0 回，モ デリン グ 0 回，言

語指示 0 回となり， 合計 で 3 （0，6）回とな り， 病棟の ベ

ッ ド端座位で ，服 は 畳ん だ状態か らで も着衣する こ とが

可能 とな っ た．なお，介入期 2 の 終了時点におい て，そ

の 他の 身体的機能は変わらない 状態で あっ た．第 38 病

日に症例は回復期病院へ転院 した．
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　　 図 2．プ ロ ン プ ト無しの 遂行数 の 推移

【考察】

　介入前後にお い て身体機能は不変で あ っ た こ とか

ら，今回用い た時間遅延法と賞賛による強化刺激の 付
与は上衣更衣学習に効果があっ た と考え られた．した

が っ て，UBDS で 自立 に 至 らない と推定される場合に

お い て も ， 行動分析学的に基づ く介入によ り自立に至

る可能性が示唆 された ．

一93 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


